
会 議 結 果 の お 知 ら せ  

 

令和７年度第２回宮古市男女共生推進委員会を次のとおり開催しました。 

 

令和７年９月８日 

 

宮古市男女共生推進委員会 

 

１ 開催日時 

  令和７年９月２日（火） 午前１０時～午前１１時３０分 

 

２ 開催場所 

  宮古市役所４階特別会議室 

 

３ 議題 

  (1) 第５次男女共同参画基本計画の評価について 

 

４ 会議の概要 

  別添のとおり 

 

５ 問い合わせ先 

  市民生活部市民協働課男女参画・協働推進係 電話 0193-６８-９０８０ 

 

  



１ 

令和７年度第２回宮古市男女共生推進委員会 開催結果 

 

１ 日時 

  令和７年９月２日(火) 午前１０時～午前１１時３０分 

２ 場所 

  宮古市役所４階特別会議室 

３ 出席者（13名） 

中村尚道宮古市長 

坂本紗綾委員、八木澤江利子委員、竹原雅子委員、髙坂一男委員、 

竹谷八千代委員、吉水和也委員、宮城貞子委員、伊藤ヱミ子委員、花輪政文委員、 

伊藤清香委員、佐々木正宜委員、腹子摩裕美委員 

４ 欠席者（２名） 

  鈴木将人委員、加藤勇介委員 

５ 事務局出席者（４名） 

  市民生活部長 西村泰弘、 市民生活部市民協働課長 和美邦彦、 

  市民生活部市民協働課男女参画・協働推進係長 橋場淳、 同係 中島奈穂子主任 

６ 傍聴者 

２名 

５ 議事等 

  (1) 第５次男女共同参画基本計画の評価について 

    第５次男女共同参画基本計画の評価について事務局から報告、審議を行った。 

６ その他 

  ・会議の前に、中村尚道宮古市長より、出席委員に委嘱状の交付を行った。 

  ・委員長に宮城貞子委員、副委員長に八木澤江利子委員が、互選された。 

 

    

 



２ 

質疑応答内容 

質問・意見 回答 

■議事(1) 第５次男女共同参画基本計画

の評価について 

 

（委員） 

各事業で行っている様々な講座につい

て、その目標数値として、講座の満足度を

設定しているが、どのような方法で満足度

を測っているのか。 

 

 

(委員) 

そもそも講座に来る方々は、その分野に

興味がある方なので、よほど講座内容に問

題がない限りは、受講の満足度は自然と高

い数値になるものと思われる。市民全体の

意識改革をするのであれば、そうした意識

が高い方以外の方々の意識や興味をどう

高めていくか、という点に取り組んでいく

必要があるかと思う。そうした取り組みは、

現時点でされているのか。 

 

 

 

（委員） 

資料1の第5次計画の事業実績資料（以

下、資料1）にある、整理番号4・市職員の

育児休業取得について。男性28％の取得

とあるが、実際何人程度が取得しているの

か。 

 

(委員) 

資料1の整理番号17「障がい者相談事

業」について、相談窓口を24時間・365日

開設しているとあるが、どのような運営をし

ているのか。 

 

 

 

 

(事務局) 

受講後にアンケートを取っている。アンケ

ート様式は、満足度や理解度を5段階評価

してもらったり、よかった点や改善してほし

い点を自由に記載してもらったりしてい

る。 

 

（事務局） 

各種催しの周知については、広報やちら

し・ポスター掲示の他に、市ホームページ

やSNSなど、情報発信媒体の変化に対応

しながら、広くお知らせをしている。様々な

媒体を使うことで、多様な方々へのアプロ

ーチになるように努めている。 

(委員) 

男女共同参画やジェンダーなどに興味

のない方に、どう情報を伝えていくか、興

味を持ってもらえるか、次期計画への足が

かりになる貴重なご意見としたい。 

 

（事務局） 

市ホームページに載っている資料を見る

と、令和5年度で、男性4名、女性12名が

取得している。 

 

 

 

(委員) 

特定非営利活動法人宮古圏域障がい

者福祉推進ネットで対応している事業であ

る。基本的には、年末年始以外の平日午前

9時から午後6時までを開設時間としてい

るが、担当が専用の携帯電話を常備して



３ 

 

 

 

（委員） 

資料1の整理番号27「女性の参画機会

の拡大に関する事業」の実績にて、市職員

管理監督職に占める女性の割合が32％と

あるが、去年のタウンミーティングで、出席

している市幹部職員が全員男性だった記

憶がある。32％と言う数値は、どのように

算出されているのか。 

 

 

（委員） 

市内の若い女性の方と話をしていると、

多くの人が、地域や職場の方から、「結婚

はまだか」「仕事はほどほどにして結婚をし

た方がよい」「出産はまだか」などの言葉

を、当たり前のように言われ、ストレスを感

じているケースが多いようだ。若者のそう

した悩みや思いを吸い上げ、広く市民に共

有して、意識啓発に繋げていけるような取

り組みは行っていないか。 

 

(委員) 

個人的な経験則も入るが、そうした結婚

や出産についての質問をしてくるのは、高

齢の方が多いように感じている。高齢者を

含め、男女共同などに興味がない方、意識

を持ってない方への周知に力を入れるべき

である。高齢者をはじめ、ターゲット層がよ

く利用する施設やお店などにポスターを貼

るなどのアナログな周知方法も、効果があ

るように思う。 

 

（委員） 

デートDVの浸透度が、高齢者で低い数

値となっているが、横文字の単語は高齢者

おり、緊急時は24時間・365日の相談が

可能となっている。 

 

(事務局) 

市の管理監督職は、係長級からとなって

いる。タウンミーティングには部長級の職員

が出席しており、現在、女性の部長級職員

はいない。女性の課長級職員は２名いる。

係長級までみると、それなりの数の女性職

員がいる。現在の係長級の女性職員がこ

のまま経験を重ねていけば、女性の部課長

級職員も増えていくものと思われる。 

 

(事務局) 

そうした課題に絞った取り組みは、現時

点ではないが、男女共同参画や、ジェンダ

ーに関する講習会等は、定期的に行ってい

る。人々の意識をすぐに変えることは難し

いので、継続した啓発活動から、市民の皆

様の意識改革に繋げていきたい。 

 

 

 

 

（委員） 

似たような事例で、駅のエスカレーター

等に「盗撮注意」のポスターを貼るだけで、

盗撮事件の件数が減ったという報道を見

たことがある。目に見える形での周知も効

果はあると考える。また、こうした公的な場

で、当事者である若者が発言することも、

意味があると考える。 

 

 

 

（委員） 

関心のない方々への周知方法として、良

いアイデアだと思う。 



４ 

には覚えにくい、とう理由もあのではない

か。また、高齢者世代へのアプローチとし

て、高齢の方が多く集まるイベントや地区

の催しに出向いていって、抱き合わせでＰ

Ｒをするという方法も、効率的・効果的でな

いかと思う。 

 

（委員） 

ファミリーサポートセンターの取り組みに

ついて。自分も登録をしているが、利用し

たことがない。登録会員数だけでなく、利

用割合、利用者数も目標数値とできるので

はないか。 

 

(委員) 

女性の人権について。市民意識調査の

設問「女性の人権が尊重されていないと感

じる場面」という調査結果において、「配偶

者や恋人からの暴力」という項目が、

37.3％と高い数値になっている。行動目

標の中で、ＤＶに関する相談も取り組まれ

ているが、実際に相談を受け、問題が解決

した件数も、目標数値とできるのではない

か。 

 

 

(委員) 

女性へのパワハラ、セクハラについては、民

間企業の取り組みも重要だと考える。市内

各企業で、男女共同参画の視点での研修

の機会を増やすことは、効果があるのでは

ないかと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(事務局) 

市ホームページの「宮古市第三期子ど

も・子育て支援事業計画」に、利用者数が

掲載されている。次期計画の目標数値の

設定において、検討していきたい。 

 

 

(事務局) 

ＤＶ案件については、個人情報や情報の

性質的に、担当課以外の情報共有が難し

い面があると思われる。 

(委員) 

DVについて。事案が発生して、警察に

繋げることができれば、解決したとして解

釈してよいかと考える。 

(事務局) 

担当課から、どこまで情報共有できるも

のか、確認したい。 

 

(委員) 

職場、高齢者のコミュニティ、学校、地域、

様々な場で、男女共同参画やジェンダーに

興味のない方々をいかに巻き込んでいく

か、目を向けさせるかが、重要なことであ

ると考える。 

 

 

 

 

 

 


